


（左上）旧治田村役場（合併当初の栗東町役場）　（右上）旧大宝村役場
（左下）旧金勝村役場（右下）旧葉山村役場

栗東市開市式
平成 13（2001）年 10月 1日

市制施行 20 周年

本
市
が
誕
生
し
た
平
成
13
（
2
０
０
１
）

年
は
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
や
、
地
方
分
権

の
推
進
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
政
府
が
主
導

し
た
“
平
成
の
大
合
併
”
の
真
っ
只
中
。
平

成
11
（
１
９
９
９
）
年
の
時
点
で
、
全
国
に

3
２
３
２
あ
っ
た
地
方
自
治
体
は
、
平
成
22

（
２
０
１
０
）
年
に
は
、
１
７
２
７
ま
で
そ

の
数
を
減
ら
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
滋
賀
県

内
で
も
、
50
（
7
市
42
町
1
村
）
を
数
え
た

地
方
自
治
体
が
、
19
（
13
市
6
町
）
ま
で
そ

の
数
を
減
ら
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
当
時
の
栗
太

郡
栗
東
町
は
、
周
辺
の
市
・
町
と
合
併
す
る

こ
と
な
く
、
単
独
で
市
制
を
施
行
し
、
栗
東

市
と
な
り
ま
し
た
。21
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
、

単
独
で
市
制
を
施
行
し
た
町
・
村
は
全
国
で

も
14
の
み
。
本
市
の
単
独
市
制
施
行
は
全
国

的
に
見
て
も
珍
し
い
事
例
で
、
の
ち
の
平
成

17
（
２
０
０
５
）
年
・
平
成
19
（
２
０
０
７
）

年
の
、“
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
”
日
本
一

に
も
つ
な
が
る
よ
う
な
、
当
時
の
ま
ち
の
成

長
ぶ
り
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
し
た
。

今
か
ら
10
年
前
に
本
市
が
市
制
施
行
10
周
年

を
迎
え
た
こ
ろ
、
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
を
訪

れ
た
小
学
生
か
ら
、「
ど
う
し
て
“
栗
東
”
っ

て
い
う
の
？
」
と
質
問
を
受
け
ま
し
た
。
栗
東

と
い
う
地
名
は
、“
栗
太
郡
の
東
”
に
由
来
し

て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
と
、「
で
も
、
栗
東

市
っ
て
、
合
併
し
て
い
な
い
の
に
、
ど
う
し
て

“
栗
太
郡
の
東
”な
の
？
」と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。

実
は
、
栗
太
郡
は
も
と
も
と
、
現
在
の
栗

東
市
の
ほ
か
、
草
津
市
の
全
域
、
大
津
市
の

瀬
田
川
よ
り
東
側
、
守
山
市
の
南
部
の
一
部

（
物
部
地
区
）
に
ま
た
が
る
広
い
地
域
で
し

た
。そ
し
て
、今
か
ら
67
年
前
、全
国
的
に“
昭

和
の
大
合
併
”
が
進
め
ら
れ
て
い
た
昭
和
29

（
１
９
５
４
）
年
10
月
1
日
に
、“
栗
太
郡
の

東
”
に
あ
っ
た
治
田
・
金
勝
・
葉
山
・
大
宝

の
4
つ
の
村
が
合
併
し
て
、
栗
東
町
が
誕
生

し
た
の
で
す
。

栗東中学校でおこなわれた栗東町発足記念運動会

知
っ
て
る
？

栗
東
の
ま
ち
の
成
り
立
ち

平成 13（2001）年 10月１日に、滋賀県内８番目の市として誕生した栗東市。
令和 3（2021）年は、栗東市の誕生（市制施行）から 20年の節目の年にあたります。
ここでは、栗東というまちの成り立ちについて、少し振り返ってみたいと思います。

全
国
的
に
も
珍
し
い
！

単
独
市
制
施
行
で
誕
生
し
た
市

“
栗
東
”
の
由
来
っ
て
？

2No.992　2021.9. １　広報りっとう



な
お
、
滋
賀
県
（
近
江
国
）
に
は
、
古
代

以
来
12
の
郡
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
栗

太
郡
も
含
め
て
そ
の
多
く
が
、
平
成
の
大

合
併
の
時
期
に
消
滅
し
て
い
ま
す
。
平
成

13
（
2
０
０
１
）
年
の
栗
東
市
の
誕
生
に
は
、

古
代
以
来
続
い
て
き
た
栗
太
郡
の
消
滅
と
い

う
、
歴
史
的
な
意
味
も
あ
っ
た
の
で
す
。

問
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

☎
５
５
４・２
７
３
３

ＦＡＸ
５
５
４・２
７
５
５

誕
生
し
た
こ
ろ
の
栗
東
町
に
は
、
旧
治
田

村
の
大
字
の
一
つ
で
あ
っ
た
渋
川
（
現
在
の

草
津
市
渋
川
・
西
渋
川
）
も
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
渋
川
地
区
の
人
々
の
強
い

要
望
も
あ
り
、
昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年
に

は
栗
東
町
か
ら
分
離
し
、
草
津
市
に
編
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
渋
川
は
、明
治
22
（
１
８
８
９
）

年
に
現
在
の
Ｊ
Ｒ
草
津
駅
が
置
か
れ
た
場
所

で
も
あ
り
ま
す
。
誕
生
し
た
こ
ろ
の
栗
東
町

に
は
、
草
津
駅
の
周
辺
が
含
ま
れ
て
い
た
と

い
う
の
も
、
歴
史
の
一
コ
マ
と
し
て
面
白
い

出
来
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
か
ら
67
年
前
の
昭
和
29
（
１
９
５
４
）

年
に
誕
生
し
た
頃
、
栗
東
町
の
人
口
は

１
万
５
千
４
２
６
人
。
旧
村
時
代
以
来
の
農

村
風
景
が
広
が
る
地
域
で
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
38
（
１
９
６
３
）
年
の
名
神
高
速
道
路

栗
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
を
大
き
な

画
期
と
し
て
、
企
業

の
進
出
や
住
宅
の
開

発
な
ど
、
都
市
化
が

急
激
に
進
み
、
市
制

施
行
か
ら
20
年
を
迎

え
る
現
在
の
人
口
は

７
万
人
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。

昭
和
29
年
（
１
９
５
４
）
10
月
１
日
に
誕

生
し
た
栗
東
町
で
は
、
当
初
、
旧
治
田
村
役

場
（
坊
袋
）
を
栗
東
町
役
場
と
し
て
利
用
し
、

金
勝
（
御
園
）、
葉
山
（
高
野
）、
大
宝
（
綣
）

の
各
旧
村
の
役
場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
栗
東
町
役

場
の
支
所
に
置
き
換
え
ら
れ
ま
し
た
。
栗
東

町
役
場
が
、
現
在
の
場
所
（
安
養
寺
）
に
移

っ
た
の
は
、
昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年
の
こ

と
で
す
。
各
旧
村
の
役
場
が
置
か
れ
て
い
た

場
所
の
近
く
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
立
小
学

校
も
置
か
れ
て
お
り
、
各
村
の
中
心
地
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
栗
東
町
役

場
が
新
た
に
移
さ
れ
た
場
所
は
、
既
に
置
か

れ
て
い
た
栗
東
中
学
校
か
ら
も
近
く
、ま
た
、

渋川分町陳情バス

令和元（2019）年８月 30日
本市の人口が７万人を達成

(上）昭和32（1957）年、現在地（安養寺）に移転した頃の栗東町役場。
昭和49（1974）年まで使用
（下）（旧）栗東町役場（左）と栗東中学校（中央奥）と道路公団事務所（右）

（上）創立直後の栗東中学校
（下）葉山村立葉山中学校第 1回卒業生 昭和 23（1948）年

栗東町閉町式
平成 13（2001）年 9月 30日

■
市
制
施
行
20
周
年
記
念
展

本
市
の
誕
生
か
ら
20
年
と
い
う
節
目
の

年
を
記
念
す
る
栗
東
市
市
制
施
行
20
周
年

記
念
展
「
栗
東
の
あ
ゆ
み
」
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
記
事
で
紹
介
し
た
よ
う
な
ま
ち

の
成
り
立
ち
や
、
栗
太
郡
の
歴
史
を
含
め

て
、
ま
ち
の
あ
ゆ
み
を
紹
介
し
ま
す
。
栗

東
の
こ
と
を
よ
り
い
っ
そ
う
知
る
機
会
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
展
覧
会
に
関
す
る
詳
細
は
、
お
知
ら
せ

版
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、12
ペ
ー
ジ
の
「
り
っ
と
う
再
発
見
」

も
あ
わ
せ
て
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
に
栗
東
町
が
誕

生
す
る
よ
り
も
先
に
、“
栗
東
”
が
使
わ
れ
た

事
例
と
し
て
、
昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年
に

開
校
し
た
栗
東
中
学
校
が
あ
り
ま
す
。
栗
東

中
学
校
は
、
の
ち
に
栗
東
町
と
な
る
治
田
・

金
勝
・
葉
山
・
大
宝
の
４
つ
の
村
の
組
合
立

と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。

当
初
は
、
そ
の
前
年
の
昭
和
22

（
１
９
４
７
）
年
に
、
各
村
立
の
小
学
校
に

併
設
し
て
設
置
さ
れ
た
各
村
立
中
学
校
を
、

栗
東
中
学
校
の
分
校
と
し
て
利
用
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
の
場
所
（
安
養

寺
）
に
新
た
な
校
舎
が
完
成
し
た
昭
和
24
年

（
１
９
４
９
）
に
、
一
つ
の
中
学
校
と
し
て

統
合
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
時
期
、
現
在
の
瀬
田
中
学
校

（
大
津
市
）
が
、瀬
田
町
と
上
田
上・下
田
上・

大
石
の
各
村
の
１
町
３
村
（
い
ず
れ
も
現
在

は
大
津
市
）
の
組
合
立
栗
南
中
学
校
と
し
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。“
栗
南
”と
は
、“
栗

太
郡
の
南
”
を
意
味
し
て
お
り
、
当
時
の
栗

太
郡
の
広
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
栗
太
郡

の
中
で
の
地
域
の
区
分
に
関
す
る
認
識
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

役
場
の
向
か
い
側
に
は
、
名
神
高
速
道
路
開

通
に
向
け
た
事
業
を
行
う
道
路
公
団
の
事
務

所
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
栗
東
町
と
し
て
の

あ
ゆ
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
の

意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

栗
東
町
に
先
駆
け
て

栗
東
中
学
校
の
開
校

栗
東
町
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
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保
育
園
…
市
立
保
育
園
・
市
立
幼
児
園

（
保
育
園
）・
法
人
立
保
育
園
・
小
規
模

保
育
施
設
・
家
庭
的
保
育
施
設

■
対
象
者

入
所
希
望
月
の
初
日
に
、
本
市
に
在
住

し
、
住
民
登
録
が
あ
る
人

■
入
園
基
準
（
保
育
の
必
要
性
）

入
園
希
望
月
に
保
護
者
や
同
居
の
親
族

な
ど
全
員
が
次
の
①
～
⑨
の
い
ず
れ
か
の

事
由
に
該
当
し
、
保
育
が
必
要
な
子
ど
も

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
保
育
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
市
が
認
定
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、入
園
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
保
護
者
が
就
労
に
よ
り
保
育
で
き
な
い

（
４
時
間
／
日
以
上
か
つ
16
日
／
月
以
上
）

②
妊
娠
中
で
あ
る
、
ま
た
は
出
産
後
間
が

な
い

③
病
気
、
ま
た
は
心
身
に
障
が
い
を
有
し

て
い
る

④
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
な
ど
し
て
い
る

就労時間 保育必要量の
認定 保育時間

1か月あたり
64時間以上
120時間未満

保育短時間 1日あたり
最長 8時間

1か月あたり
120時間以上 保育標準時間 1日あたり

最長11時間
◦保育短時間認定、保育標準時間認定にかかる保育時間は、園ご

とに設定されます。
◦就労時間は目安で、通勤時間も考慮して認定します。

園名 区分 電話番号 入園対象
年齢

金 勝 第 1 幼 児 園
( 保 育 園 )

市立保育園

市立幼児園
(保育園 )

558-0250

満６か月
～５歳児

金 勝 第 2 保 育 園 558-0068
葉 山 幼 児 園
( 保 育 園 ) 552-0079

葉 山 東 幼 児 園
( 保 育 園 ) 553-9102

治 田 保 育 園 552-1079
治 田 東 幼 児 園
( 保 育 園 ) 554-0054

治 田 西 幼 児 園
( 保 育 園 ) 553-4651

大 宝 西 保 育 園 553-6990
こ だ ま 保 育 園

法人立

554-5262

満３か月
～５歳児

グ ラ ン マ の 家
保 育 園 554-1744

こ だ ま ふ れ ん ど
保 育 園 554-3239

治 田 西 カ ナ リ ヤ
第 三 保 育 園 553-3907

こだま乳児保育園 554-0581 満３か月
～２歳児

大 宝 カ ナ リ ヤ
保 育 園 552-2088

満３か月
～５歳児栗東くじら保育園 554-9455

HOPPA 栗 東 下 鈎 598-0124

も も か 保 育 園 598-6254 満６か月
～５歳児

し も ま が り
ゆ ず の き 保 育 園
※ 令 和 ４ 年 ４ 月
開 園 予 定

052-684-
7103

( 担当 : 福田 )
080-5122-

6161

満３か月
～５歳児

な な い ろ 保 育 園

小規模

599-3200 満６か月
～２歳児

栗 東 く じ ら
小 規 模 保 育 園 598-0781

満３か月
～２歳児

H O P P A
栗 東 駅 前 園 574-8727

治 田 く じ ら
小 規 模 保 育 園 554-8655

ぱ れ っ と 園
～ た か の ～ 584-4989

ぱ れ っ と 園
～ お が き ～ 599-1480

満６か月
～２歳児

ニ チ イ キ ッ ズ
栗 東 中 沢 保 育 園 598-1351

家 庭 的 保 育 の 家
「 ふ わ り 」 家庭的 080-3529-

1027

令
和
４
年
４
月
か
ら
の

保
育
園
・
幼
稚
園
の
入
園
に
つ
い
て

親
族
を
常
時
介
護
・
看
護
し
て
い
る

⑤
災
害
復
旧
な
ど
に
当
た
っ
て
い
る

⑥
求
職
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る

⑦
就
学
し
て
い
る

⑧
育
児
休
業
取
得
時
に
、
既
に
保
育
を
利

用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利
用

が
必
要
で
あ
る
（
出
産
後
１
年
ま
で
）

⑨
市
長
が
認
め
る
①
～
⑧
に
類
す
る
状
態

に
あ
る

■
保
育
の
必
要
量
に
応
じ
た
区
分
（
保
育

を
受
け
ら
れ
る
時
間
）

　
保
育
時
間
に
つ
い
て
は
、
就
労
時
間
な

ど
の
保
育
の
必
要
量
に
応
じ
て
、「
保
育

短
時
間
」
利
用
と
「
保
育
標
準
時
間
」
利

用
に
区
分
さ
れ
、市
が
認
定
を
行
い
ま
す
。

■
令
和
４
年
４
月
開
園
予
定
の
新
園

園
名
…
し
も
ま
が
り
ゆ
ず
の
き
保
育
園

住
所
…
栗
東
市
下
鈎
１
６
０
４
番
地

設
置
運
営
主
体
…
㈱
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

ラ
ボ

対
象
年
齢
…
満
３
か
月
～
５
歳
児

定
員
…
１
２
０
人

開
所
日
…
月
曜
日
～
土
曜
日

保
育
時
間
…
７
時
～
18
時

そ
の
他
…
給
食
あ
り
、
延
長
保
育
あ
り

(

18
時
か
ら
20
時)

※
保
育
時
間
な
ど
は
今
後
、
変
更
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
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幼
稚
園
…
市
立
幼
稚
園
・
市
立
幼
児
園

（
幼
稚
園
）

保
育
園
・
幼
稚
園
の
申
込
書
の
交
付
・

受
付
の
日
時
と
場
所

■
対
象
年
齢

３
歳
児
～
５
歳
児

■
対
象
者

申
込
書
提
出
時
に
、
本
市
に
在
住
し
、

住
民
登
録
が
あ
る
人

■
申
込
み
受
付

幼
児
数
の
増
加
に
伴
い
、
限
ら
れ
た
施

設
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
就
学
を
控

え
た
４・５
歳
児
の
入
園
を
優
先
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
３・４・５
歳
児
の
入
園
申
込

み
を
10
月
に
一
斉
に
受
け
付
け
た
後
、
ま

ず
４・
５
歳
児
の
ク
ラ
ス
数
を
決
定
し
ま

す
。そ

の
後
、
各
園
に
お
け
る
残
り
の
保
育

室
の
状
況
に
応
じ
て
３
歳
児
の
受
け
入
れ

を
行
い
ま
す
が
、
申
込
み
人
数
が
３
歳
児

の
受
け
入
れ
数
を
超
え
た
園
へ
の
入
園
に

つ
い
て
は
、
そ
の
園
に
申
込
み
を
さ
れ
た

当
該
通
園
区
域
内
の
全
て
の
３
歳
児
を
対

象
と
し
て
抽
選
を
行
い
ま
す
。
抽
選
と
な

っ
た
場
合
は
、
11
　
月
上
旬
ま
で
に
郵
送
に

て
通
知
し
ま
す
。
抽
選
が
な
い
場
合
は
、

通
知
は
し
ま
せ
ん
。
抽
選
日
は
、
申
込
み

書
類
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

な
お
、
抽
選
の
結
果
、
入
園
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
、
通
園
区
域
外
で
受
け
入

れ
可
能
な
園
を
選
ぶ
こ
と
も
可
能
で
す
。

園名 電話番号
市外局番（077）

金 勝 第 1 幼 児 園
( 幼 稚 園 ) 558-0829

葉山幼児園 ( 幼稚園 ) 552-4864
葉山東幼児園 ( 幼稚園 ) 553-9110
治 田 幼 稚 園 552-2756
治田東幼児園 ( 幼稚園 ) 552-1717
治田西幼児園 ( 幼稚園 ) 553-4641
大 宝 幼 稚 園 552-1698
大 宝 幼 稚 園 分 園
※令和 5 年 3 月末閉園 551-5242

大 宝 西 幼 稚 園 553-3788

■
利
用
者
負
担
額(

保
育
料)

保
育
園
の
令
和
４
年
４
月
か
ら
８
月
ま

で
の
利
用
者
負
担
額
は
、
子
ど
も
の
各
扶

養
義
務
者
の
令
和
３
年
度
の
市
町
村
民
税

額
の
合
計
額
に
よ
り
算
定
し
、
令
和
４
年

９
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
ま
で
の
利
用
者

負
担
額
は
、
子
ど
も
の
各
扶
養
義
務
者
の

令
和
４
年
度
の
市
町
村
民
税
額
の
合
計
額

に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
申

込
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
立
保
育
園
、
幼
児
園
（
保
育
園
）、

法
人
立
保
育
園
、
小
規
模
保
育
施
設
、
家

庭
的
保
育
施
設
は
、
い
ず
れ
に
入
園
さ
れ

て
も
、
同
じ
額
と
な
り
ま
す
。

保
育
短
時
間
認
定
の
利
用
者
負
担
額

は
、
保
育
標
準
時
間
認
定
の
利
用
者
負
担

額
の
４
分
の
３
の
額
で
す
。

保
育
園
お
よ
び
幼
稚
園
の
３
歳
児
か
ら

５
歳
児
の
利
用
者
負
担
額
は
無
償
で
す

が
、別
途
、食
材
料
費（
主
食
費・副
食
費
）、

教
材
費
な
ど
の
実
費
負
担
が
生
じ
ま
す
。

対象園 申込書交付日 受付日 場所

市立幼稚園
市立幼児園（幼稚園）

9月 13日㈪
～ 9月 17日㈮

10月 4日㈪
～ 10月 8日㈮

市立幼稚園
市立幼児園

市役所幼児課

市立保育園
市立幼児園（保育園）

法人立保育園
小規模保育施設
家庭的保育施設

10月 18日㈪
～ 10月 22日㈮

市立保育園
市立幼児園

法人立保育園
市役所幼児課

◦
小
規
模
保
育
施
設
、家
庭
的
保
育
施
設
、

し
も
ま
が
り
ゆ
ず
の
き
保
育
園(

令
和

４
年
４
月
開
園
予
定)

で
の
受
付
は
で

き
ま
せ
ん
。（
市
役
所
幼
児
課
で
受
付
）

◦
保
育
の
必
要
性
に
応
じ
て
入
園
申
込
み

の
判
断
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
同

一
世
帯
か
ら
、
保
育
園
と
幼
稚
園
と
の

両
方
に
申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

◦
現
在
（
令
和
３
年
度
中
）、
保
育
園
・

幼
稚
園
に
在
園
し
て
い
る
園
児
も
、
申

込
み
が
必
要
で
す
。

◦
入
園
基
準
に
該
当
し
な
い
場
合
や
、
受

け
入
れ
可
能
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

入
園
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
幼
児
課

☎
５
５
１・０
４
２
４

ＦＡＸ
５
５
１・０
１
４
９　

ま
た
は
各
園
へ

受付時間…8時 30分～ 17時 15分
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市
内
の
中
・
高
校
生
か
ら
お
す
す

め
本
の
紹
介
を
募
集
し
ま
す
。
図
書

館
内
で
展
示
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投

票
で
大
賞
を
決
定
し
ま
す
。
今
年
の

紹
介
募
集
期
間
は
10
月
1
日
か
ら
10

月
24
日
ま
で
。中・高
校
生
の
皆
さ
ん
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
、
お
す
す

め
絵
本
の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

安
全
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
、
空
気
の
入
れ
替
え
や
人
数
制
限

を
行
い
、
本
館
で
は
毎
月
第
2
土
・

日
曜
日
に
、
西
館
で
は
毎
月
第
1
土

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
越
し
く
だ
さ
い
！

月
替
わ
り
の
「
今
月
の
テ
ー
マ
展
示
」

や
、
司
書
の
お
ス
ス
メ
本
「
シ
シ
ョ
イ

チ
」、
週
替
わ
り
で
記
念
日
に
ち
な
ん

だ
本
を
紹
介
す
る
「
き
ょ
う
は
な
ん
の

日
」
な
ど
、
新
し
い
本
と
の
出
会
い
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
展
示
を
、
一
年

中
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
3
月
に
好
評
を
博
し
た

「
一
行
の
図
書
館
」
は
西
館
で
来
年
１

月
実
施
予
定
、
本
館
で
は
新
し
い
特
別

展
示
を
計
画
中
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

問
栗
東
市
立
図
書
館

☎
５
５
３・５
７
０
０

ＦＡＸ
５
５
４・０
７
９
２

栗
東
市
立
栗
東
西
図
書
館

☎
５
５
４・２
４
０
１

ＦＡＸ
５
５
４・２
５
０
１

秋
と
い
え
ば
、
何
を
連
想
し
ま
す
か
？　
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
食
欲
…
。
図
書
館
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
ご
用
意
し
て
、
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
で
新
た
な
秋
と
の
出
会
い
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

他
に
も
、
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ
た

絵
本
の
選
び
方
、楽
し
み
方
を
学
べ
る「
子

育
て
絵
本
講
座
」
や
、
図
書
館
を
一
緒
に

盛
り
上
げ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
す
る
「
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

な
ど
を
こ
の
秋
に
実
施
予
定
で
す
。

詳
し
い
日
程
は
お
知
ら
せ
版
へ
随
時
掲

載
し
ま
す
。ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

そ
う
だ
、
図
書
館
に
行
こ
う
。

図
書
館
は
、
市
民
に
と
っ
て
よ
り
良
い

図
書
館
を
目
指
し
、
基
本
的
運
営
方
針
を

定
め
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
令
和

4
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
第
2
次
方
針
を

策
定
中
。
1
月
に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
見
つ
か
る 
あ
な
た
の
一
冊

■
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
心
し
て
使
い
た
い
！

予
防
対
策
の
取
組
み

◦
定
期
的
な
、
館
内
の
換
気
・
消
毒

窓
の
少
な
い
西
図
書
館
で
は
、
換

気
シ
ス
テ
ム
を
増
設
し
、
常
時
作
動

し
て
い
ま
す
。

◦
本
の
消
毒
機
を
設
置

◦
館
内
で
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
、

滞
在
時
間
30
分
以
内
の
ご
協
力
を

お
願
し
て
い
ま
す
。

本
の
展
示
い
ろ
い
ろ

え
ほ
ん
タ
イ
ム

市
制
施
行
20
周
年
記
念

く
り
ち
ゃ
ん
ブ
ッ
ク
大
賞
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こ
れ
ま
で
、
本
市
教
育
委
員
会
で
は
、

独
自
の
子
育
て
教
育
の
連
携
事
業
と
し

て
、
平
成
18
年
の
「
く
り
ち
ゃ
ん
元
気
い

っ
ぱ
い
運
動
」
を
皮
切
り
に
子
育
て
や
教

育
に
つ
い
て
の
取
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
そ
れ
ら
を
さ

ら
に
深
化
さ
せ
、
第
３
次
教
育
振
興
計

画(

教
育
大
綱)

に
掲
げ
た
「
０
歳
か
ら

15
歳
に
至
る
ま
で
の
一
貫
し
た
子
育
て
教

育
」
の
視
点
か
ら
改
革
す
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
ま
ず
、従
来
の
取
組
み
を
整
理・

再
編
し
、
教
育
と
福
祉
の
連
携
を
強
化
す

る
た
め
の
推
進
組
織
を
子
ど
も
青
少
年
局

と
教
育
部
で
立
ち
上
げ
、
３
つ
の
目
標
を

設
定
し
、
昨
年
度
は
こ
れ
ら
の
目
標
を
お

お
む
ね
達
成
で
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
「
栗
東
子
育
て
教
育
ビ
ジ

ョ
ン
」
に
つ
い
て
、「
心
豊
か
に
た
く
ま

し
く
、
自
立
し
、
共
生
で
き
る
子
ど
も
」

の
育
成
を
目
指
し
、
取
組
み
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
「
家
庭
教
育
」
を
支
え
て
き

た
、
地
域
の
支
援
や
子
育
て
の
コ
ツ
を
共

有
す
る
機
会
は
、
現
代
の
急
速
な
社
会
の

変
化
に
よ
り
、
希
薄
な
も
の
へ
と
変
質
し

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

今
必
要
な
の
は
、
子
育
て
の
各
段
階
で
、

重
大
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
現
代
の
大
人

が
「
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
」「
何
を
求
め

て
い
る
の
か
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、

的
確
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
現
代
の
子
育

て
の
羅
針
盤
と
な
り
、
活
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
が
子
育
て
の
道
し
る
べ
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
５
年
後
、
10

年
後
を
見
据
え
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
今

後
も
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

栗
東
子
育
て
教
育
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

始
動
！

問
学
校
教
育
課 

☎
５
５
１・０
１
３
０

ＦＡＸ
５
５
１・０
１
４
９

①
０
歳
か
ら
15
歳
に
至
る
ま
で
の
一
貫

し
た
子
育
て
教
育
の
指
針
と
し
て
の

「
栗
東
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
作
成

②
「
く
り
ち
ゃ
ん
元
気
い
っ
ぱ
い
運
動
」

「
栗
東
市
子
育
て
の
た
め
の
12
か
条
」

な
ど
従
来
の
取
組
み
の
整
理
・
再
編

③
子
ど
も
青
少
年
局
の
各
課
と
教
育
部

と
の
一
層
の
連
携
と
協
力
を
推
進

①
子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
よ
り
分
か

り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
地
域
・
家
庭

と
の
連
携
に
向
け
た
補
足
資
料
と
な

る
「
活
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成

②
市
内
各
幼
児
園
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
と
学
童
保
育
所
に

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た

取
組
み
を
依
頼
し
、
実
践
に
繋
げ
る

準
備
を
す
る

③
中
学
校
区
ご
と
に
子
育
て
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た「
連
携
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
組
織
し
、
定
例
会
議

を
開
催
し
な
が
ら
、
中
学
校
区
で
共

通
実
践
で
き
る
内
容
を
計
画
し
、
実

践
す
る

④
実
践
を
基
に
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
て

子
育
て
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
修
正
し
、
試

案
か
ら
成
案
と
な
る
よ
う
に
進
め
る

■
昨
年
度 

栗
東
子
育
て
教
育

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
３
つ
の
目
標

■
令
和
３
年
度 

栗
東
子
育
て
教
育

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
４
つ
の
目
標

▲日向山山頂からの風景。歴史の中で
繰り広げられた、さまざまな争乱を想
起させてくれる、貴重な歴史文化要素
の一つといえます。

栗
東
の
歴
史
文
化 

②

昨
年
度
、市
内
の
自
治
会
な
ど
を
対
象
に
、

文
化
財
の
保
存
活
用
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
子
ど
も
た
に

ち
に
引
き
継
ぎ
た
い
栗
東
ら
し
い
も
の
」
を

た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、「
日
向
山
の
頂
上
か
ら

の
景
色
」
と
い
う
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

戦
国
時
代
に
日
向
山
山
頂
に
築
か
れ
た

多
喜
山
城
跡
の
眼
下
に
は
、
旧
東
海
道
と

街
道
沿
い
の
家
並
み
が
ひ
ろ
が
り
ま
す
。

東
海
道
が
五
街
道
と
し
て
整
備
さ
れ
る

の
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
す
が
、

古
代
よ
り
湖
南
の
平
野
部
か
ら
甲
賀
―
伊

勢
に
向
か
う
ル
ー
ト
と
し
て
開
発
さ
れ
、

中
世
に
は
ル
ー
ト
沿
い
に
六
地
蔵
城
（
現

福
正
寺
）
や
伊
勢
落
城
（
現
真
教
寺
）
な

ど
、
平
地
の
城
館
が
築
か
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
遠
く
を
望
む
と
、
野
洲
川
河
川
敷
で

の
織
田
信
長
と
六
角
氏
の
古
戦
場
を
し
の

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課 

文
化
財
保
護
係

☎
５
５
１・０
１
３
１

ＦＡＸ
５
５
２・５
５
４
４
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毎
年
９
月
は
「
同
和
問
題
啓
発
強
調

月
間
」
で
す
。
こ
の
期
間
は
、
県
内
各

地
に
お
い
て
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と

す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
と
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
啓

発
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
「
同
和
問
題
（
部
落
差

別
）」
や
「
コ
ロ
ナ
差
別
」
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
差
別
を
な
く
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

～
一
人
ひ
と
り
が
ま
ず
一
歩
！

差
別
を
「
な
く
す
」
行
動
を
！
～　

「
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）」
は
、
日

本
固
有
の
人
権
問
題
で
す
。
日
本
社
会

の
歴
史
的
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身
分

差
別
に
よ
る
差
別
意
識
が
現
代
社
会
に

残
さ
れ
た
た
め
に
起
き
て

い
ま
す
。
同
和
地
区
・
被

差
別
部
落
な
ど
と
呼
ば
れ

る
地
域
の
出
身
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
理
由
に
、
結

婚
を
反
対
さ
れ
た
り
、
就

職
や
日
常
生
活
に
お
い
て

差
別
を
受
け
た
り
す
る
と

い
う
問
題
で
す
。

近
年
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害

に
も
関
連
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
12
月
に
は
「
部
落
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
部
落
差
別

解
消
推
進
法
）
が
施
行
さ
れ
、
今
な
お
存

在
す
る
人
権
問
題
で
す
。

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
に
つ
い
て
、

よ
く
知
ら
な
い
人
に
伝
え
る
こ
と
が
、
か

え
っ
て
差
別
を
意
識
さ
せ
て
し
ま
う
と
し

て
、
こ
の
問
題
に
ふ
れ
な
い
方
が
い
い
と

い
う
誤
っ
た
考
え
方
を
持
つ
人
が
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
は
、
実
際
に

起
こ
っ
て
い
る
差
別
を
容
認
し
、
差
別
を

受
け
て
い
る
人
た
ち
に
我
慢
を
強
い
る
こ

と
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
の
解
決
の
た

め
に
は
、
私
た
ち
み
ん
な
が
、
差
別
が
社

会
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
正
し
く
理
解

し
、
差
別
を
な
く
す
た
め
に
行
動
を
起
こ

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
こ

の
こ
と
は
、
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）
に

限
ら
ず
他
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
も
、
同

様
の
こ
と
が
言
え
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
差
別
の
傍
観
者
と
な
ら

ず
に
、
差
別
を
な
く
す
た
め
の
ま
ず
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
さ
ま
ざ
ま
な
“
人
権
問
題
”
に
つ
い
て

学
び
ま
し
ょ
う

社
会
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
、「
コ
ロ

ナ
差
別
」
の
よ
う
に
新
た
な
人
権
問
題
も

起
こ
っ
て
き
ま
す
。

差
別
の
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら

な
い
た
め
に
、
多
様
性
を
認
め
合
い
、
正

し
い
人
権
感
覚
を
養
え
る
よ
う
に
、
人
権

問
題
に
つ
い
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
市
で
は
、
市
内
の
各
種
人
権
団
体
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
に
つ
い
て
学
び
、
理
解
を
深

め
る
機
会
が
提
供
で
き
る
よ
う
、「
じ
ん

け
ん
セ
ミ
ナ
ー
栗
東
」
な
ど
の
講
演
会
の

開
催
や
、
人
権
啓
発
紙
『
り
っ
と
う
～
じ

ん
け
ん
便
り
～
』
の
発
行
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
月
号
の
広
報
に
折
込
み
の
『
り
っ
と

う
～
じ
ん
け
ん
便
り
～
』
で
は
、“
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
”
の
利
用
を
人
権
の
観
点
か

ら
考
え
て
み
る
内
容
や
講
演
会
「
じ
ん
け

ん
セ
ミ
ナ
ー
栗
東
」
の
実
施
に
つ
い
て
掲

９
月
は
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
で
す

問
人
権
政
策
課 

人
権
啓
発
係

☎
５
５
１・０
１
０
８

ＦＡＸ
５
５
４・１
１
２
３

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
内
の
各
種
人
権
団
体
と
と
も

に
取
り
組
む
啓
発
活
動
は
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
も
対
象
と
し
て
、
実
施
し
て

い
ま
す
。
市
内
の
小
学
校
・
保
育
園
・
幼

稚
園
な
ど
を
対
象
と
し
た
「
人
権
教
室
」、

滋
賀
県
の
人
権
の
花
で
あ
る“
サ
ル
ビ
ア
”

の
花
を
育
て
る「
人
権
の
花
運
動
」で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
人
権
の
基
本
で
あ
る
「
命

を
大
切
に
す
る
こ
と
」
や
「
み
ん
な
と
仲

良
く
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
人
権
啓
発
ポ
ス
タ

ー
や
作
文
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
“
人
権
”
に
つ
い
て
考
え
、
作
品
を

応
募
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
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問
環
境
政
策
課 

環
境
政
策
係

☎
５
５
１・０
３
３
6

ＦＡＸ
５
５
４・１
１
２
３

野
焼
き
（
野
外
焼
却
）
に
よ
る

煙
や
悪
臭
に
関
す
る
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
、
周
辺
住
民
の
迷
惑
と

な
っ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
は
「
廃
棄
物
の
処
理
お

よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
原

則
、
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康

被
害
を
も
た
ら
す
な
ど
、
火
災
の

原
因
と
な
る
危
険
性
が
あ
る
の
で

絶
対
に
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
焼
畑
な
ど
の
農
業
を
営

む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
焼
却
な

ど
、
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
生
活
環

境
を
阻
害
す
る
場
合
や
危
険
な
場

合
は
行
政
指
導
の
対
象
と
な
り
、

焼
却
を
中
止
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

刈
り
取
っ
た
草
や
剪
定
し
た
枝

を
含
め
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は

正
し
く
分
別
し
、
適
正
に
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

野焼きはやめましょう！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
宝
西
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
金
勝
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
受
付
け
ま
す
。

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
書
留
郵
便

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
１
か
月
程
度

で
、
自
宅
に
届
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
宝
西
】

◦
日
時
…
９
月
29
日
㈬

10
時
～
12
時

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
金
勝
】

◦
日
時
…
９
月
30
日
㈭

10
時
～
12
時

◦
定
員
…
各
40
人
（
申
込
先
着
順
）

◦
申
込
み
…
①
氏
名
②
生
年
月
日
③
住
所

④
連
絡
先 

を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
で
下
記
問
合
せ
先
へ

◦
申
込
期
限
…
９
月
22
日
㈬

◦
持
ち
物
…
顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類

１
点
（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
）、
通
知
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
人
の

み
）、
申
請
書
（
郵
送
し
ま
す
の
で
、

記
入
の
上
、
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

問
総
合
窓
口
課

☎
５
５
１・０
３
１
７

ＦＡＸ
５
５
３・０
２
５
０

メsogom
adoguchi@

city.ritto.
lg.jp

コ
ミ
セ
ン
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請
を
受
付
け
ま
す
！

※
顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち

で
な
い
場
合
は
２
点
（
保
険
証
や
預
金

通
帳
な
ど
）

※
本
人
確
認
書
類
が
不
足
し
て
い
る
場
合

は
、
約
１
か
月
後
に
市
役
所
で
の
受
け

取
り
と
な
り
ま
す

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

◦
日
時
…
９
月
26
日
㈰

８
時
30
分
～
15
時

◦
場
所
…
市
役
所
１
階　
総
合
窓
口
課

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
申
請
か
ら

交
付
ま
で
１
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

カ
ー
ド
の
準
備
が
で
き
次
第
「
交
付
通

知
書
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
本
人
が

受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
当
日
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子

証
明
書
の
更
新
も
で
き
ま
す
。
更
新
手

続
き
の
際
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
）
と
署
名
用

電
子
証
明
書
の
暗
証
番
号
（
６
～
16
桁

の
英
数
字
）
を
確
認
し
ま
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
有
効
期
限
通
知
書
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◦
住
民
票
等
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍

証
明
等
を
窓
口
で
取
得
で
き
ま
す
。
併

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
平
日
延
長
窓
口

◦
日
時
…
９
月
８
日
㈬

17
時
15
分
～
19
時

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
開
庁
日

と
同
様
の
お
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

■
ら
く
ら
く
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
い
、
総
合

窓
口
課
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
の
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
端
末
で
簡
単
に
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証

明
書
・
戸
籍
関
係
証
明
書
の
申
請
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

８
月
６
日
に
本
市
を
含
む
県
内
13
市
が

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
適
用
地
域
と

な
り
、
８
月
17
日
に
は
９
月
12
日
ま
で
期

間
延
長
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

８
月
14
日
に
は
市
内
で
1
日
当
た
り
の

感
染
者
と
し
て
は
最
多
と
な
る
11
人
の
新

規
感
染
者
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
県

内
で
も
８
月
11
日
以
降
、
連
日
１
日
に

１
０
０
人
を
超
え
る
新
規
感
染
者
が
確
認

さ
れ
る
な
ど
、
新
規
感
染
者
数
が
高
い
水

準
で
推
移
し
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
医
療

体
制
が
ひ
っ
迫
し
て
き
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
我
慢
を
強
い

ら
れ
る
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

不
要
不
急
の
都
道
府
県
間
の
移
動
の
自

粛
や
接
触
機
会
の
低
減
、
基
本
的
な
感

染
症
対
策
（
手
洗
い
、
マ
ス
ク
の
着
用
、

密
の
回
避
な
ど
）、
さ
ら
に
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
の
感
染
予
防
対
策
へ
の
取
組
み

に
つ
い
て
も
、
徹
底
し
て
実
施
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
改
め
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
、
12
歳
以
上
の
皆
さ
ま
へ
接

種
券
を
配
送
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
を
見
な
が
ら
の
接

種
の
た
め
、
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

症
や
重
症
化
を
防
ぎ
、
感
染
予
防
効
果
や

ま
ん
延
防
止
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
と
し
て
も
感
染
拡
大
防
止
の
意
味

か
ら
も
、
速
や
か
な
接
種
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
本
人
の
意
思
に
よ
り
受
け
て
い
た

だ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
接
種
を
強
要

し
た
り
、
接
種
し
て
い
な
い
人
に
差
別
的
な

扱
い
を
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
感
染
さ
れ
た
人
や
そ
の
ご
家

族
を
は
じ
め
医
療
関
係
者
な
ど
に
対
す
る
誹

謗
中
傷
や
差
別
的
な
扱
い
を
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
あ
わ
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
安
心
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
大
切
な
人
の
命
、
自
身
の
身
を

守
る
た
め
に
も
、
さ
ら
な
る
ご
理
解
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
て
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

本
登
録
制
度
と
は
、
あ
ら
か
じ
め

井
戸
所
有
者
か
ら
協
力
者
を
募
り
、

災
害
時
に
近
隣
住
民
が
ト
イ
レ
、
掃

除
な
ど
の
生
活
用
水
の
一
部
と
し
て

利
用
で
き
る
井
戸
と
し
て
登
録
・
周

知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
時
に
登

録
井
戸
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

制
度
で
、地
域
の
助
け
合
い
（
共
助
）

を
後
押
し
す
る
制
度
で
す
。

家
庭
に
あ
る
井
戸
や
企
業
が
所
有

さ
れ
て
い
る
井
戸
の
登
録
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
令
和
３
年
７
月
１
日
現
在
の
登
録

状
況　

(

47
か
所)　

非常災害用井戸の登録制度とは
学　区 登録数
金　勝 16
葉　山 10
葉山東 １
治　田 ３
治田東 ２
治田西 １
大　宝 ３
大宝東 ２
大宝西 ９

計 47

問
上
下
水
道
課　
浄
水
係

☎
５
５
１・０
１
３
４

ＦＡＸ
５
５
４・３
８
６
６

内
、
企
業
か
ら
の
登
録
４
か
所

草
津
警
察
署
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

運
転
免
許
証
の
更
新
手
続
き
を
は
じ

め
、
す
べ
て
の
業
務
が
移
転
し
ま
す
。

９
月
21
日
㈫
か
ら
は
新
庁
舎
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
新
住
所

草
津
市
野
村
３
丁
目
1
番
11
号

☎
５
６
３・０
１
１
０

（
電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

■
業
務
開
始
日

９
月
21
日
㈫　
8
時
30
分
～

問
草
津
警
察
署

☎
５
６
３・０
１
１
０

ＦＡＸ
５
6
３・０
1
１
6

草
津
警
察
署
が
新
庁
舎
に

移
転
し
ま
す

草津警察署
新庁舎

★
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よりよく生活するための
12 か条 41

問幼児課 ☎ 551-0424 ＦＡＸ 551-0149

朝、「おはようございます」と保育室に入ると
遊んでいる手を止めて「あ！先生、おはよう。あ
のね・・」と次から次に挨拶と共におしゃべりの
花を咲かせる子どもたちです。
また、帰りには友達に「また明日、バイバイ」

と言う姿も見られるようになってきました。入園
してきた頃は、保護者と離れる寂しさから泣いて
挨拶どころではなかった子どもたちも、夏頃には
友達や保育者に、進んで挨拶をする姿も見られる
ようになってきました。
それは、保護者同士が自然に挨拶を交わす様子

を見ているからこそだと思います。
これからも、人との

つながりの基本である
「あいさつ」ができる
子どもたちの育成を目
指していきます。

「こころをつなぐ第一歩」
治田東幼児園

アナログ回線に戻す契約のはずがサポート契約に
＜事例＞ 大手通信会社を名乗る事業者から「電話を

光回線からアナログ回線に戻さないか」と電話があ
り、今は誰もインターネットを使用していないので
契約した。しかし、毎月サポート料金として約３千
円引き落とされていることが分かり、１年縛りでサ
ポート契約をしているとのことだった。解約には、
キャンセル料が発生すると言われた。（70歳代女性）

＜アドバイス＞ 大手通信販売業者を名乗り、実際
は関係のない事業者が勧誘しているケースがあり
ます。勧誘を受けた事業者名をしっかり確認しま
しょう。知らないうちに、回線の切り替えに必要
ないサービスの契約を結んでいるケースもありま
す。勧誘を受けた際は、費用やサービス内容、解
約条件を確認し、必要なければきっぱり断りま
しょう。光回線をアナログ回線に戻す場合は、現
在の契約先や回線事業者に問合せましょう。

問自治振興課 消費生活相談窓口（相談無料）
9:15 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
☎ 551-0115 ＦＡＸ 551-0432（平日）
滋賀県消費生活センター（相談無料）
9:15～16:00 ☎0749-23-0999 （平日・土曜）

消費生活アドバイス

就
園
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
も
う
す

ぐ
始
ま
る
新
し
い
園
生
活
を
心
待
ち
に

す
る
と
同
時
に
、
心
配
ご
と
が
で
て
き

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
あ

せ
ら
ず
、
就
園
ま
で
の
数
か
月
、
ト
イ

レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
衣
服
の
着
脱
な
ど

の
身
辺
自
立
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
は
認
め
ら
れ
、
褒
め
ら
れ
る

こ
と
で
、「
自
分
で
や
っ
て
み
よ
う
」「
や

っ
て
み
た
い
」
と
思
う
気
持
ち
が
高
ま

っ
て
い
き
ま
す
。
お
う
ち
の
人
と
一
緒

に
、
一
つ
ひ
と
つ
で
き
る
こ
と
を
増
や

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
励
ま
し
や
で
き

た
喜
び
は
、
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を

高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
身
辺
自
立
と
合
わ
せ
て
、
親

子
で
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」

の
生
活
リ
ズ
ム
を
つ
け
て
い
く
こ
と
も

大
切
で
す
ね
。

「
自
分
で
で
き
な
い
と
園
に
行
け
な
い

よ
」
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
言
葉
が
け
は
、

園
に
行
く
こ
と
へ
の
緊
張
や
不
安
な
気

持
ち
を
抱
か
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

の
で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
が
た
め
ら
わ
れ
、
幼

い
子
ど
も
が
親
以
外
の
人
と
か
か
わ
っ

た
り
、
同
年
代
と
遊
ん
だ
り
す
る
機
会

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
児
童

館
や
公
園
で
地
域
の
人
と
出
会
っ
た
り
、

他
の
親
子
と
ふ
れ
あ
っ
た
り
し
な
が
ら
、

社
会
性
の
芽
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

親
子
で
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
、

就
園
を
楽
し
み
に
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

子育て情報

就園にむけて

問地域子育て支援センター治田東
☎ 554-6115 ＦＡＸ 554-6116
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特
集
記
事
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
令
和

３
年
は
、
本
市
の
誕
生
（
市
制
施
行
）
か
ら

20
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
栗
東
と

は
、“
栗
太
郡
の
東
”
に
由
来
し
、
今
か
ら

67
年
前
の
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
10
月
１

日
に
、“
栗
太
郡
の
東
”
に
あ
っ
た
治
田
・

金
勝
・
葉
山
・
大
宝
の
４
つ
の
村
が
合
併
し

て
栗
東
町
が
誕
生
し
た
こ
と
で
、
ま
ち
の
あ

ゆ
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

“
栗
東
”
へ
の
第
一
歩 

～
手
原
駅
の
開
業
～

▲大正 11（1922）年 11 月５日、開業当日の手原駅

ま
た
、
栗
東
町
の
誕
生
に
先
立
つ
昭
和
23

（
１
９
４
８
）
年
に
は
、
治
田
・
金
勝
・
葉
山
・

大
宝
の
４
つ
の
村
の
組
合
立
と
し
て
、
栗
東

中
学
校
が
開
校
し
て
い
る
こ
と
も
、
特
集
記

事
で
紹
介
し
た
と
お
り
で
す
。

　

治
田
・
金
勝
・
葉
山
・
大
宝
の
４
つ
の
村

で
の
合
併
が
行
わ
れ
た
背
景
に
は
、
す
で
に

組
合
立
の
栗
東
中
学
校
の
開
校
と
し
て
も
実

を
結
ん
で
い
た
よ
う
に
、
経
済
的
・
地
理

的
な
結
び
つ
き
が
強
か
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
４
つ
の
村
で

は
、
よ
り
古
い
時
代
に
も
、
協
力
し
て
大
き

な
事
業
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
今
か
ら
99
年
前
の
大
正
11

（
１
９
２
２
）
年
11
月
５
日
の
手
原
駅
の
開

業
で
す
。

　

現
在
の
Ｊ
Ｒ
草
津
線
は
、
明
治
22

（
１
８
８
９
）
年
に
民
間
の
鉄
道
会
社
で
あ

る
関
西
鉄
道
に
よ
っ
て
開
業
さ
れ
、
翌
明
治

23
（
１
８
９
０
）
年
に
は
全
線
が
開
通
し
ま

し
た
。
当
時
は
、
草
津
・
石
部
・
三
雲
・

深
川
（
現
在
の
甲
南
）
・
柘
植
の
各
駅
し

か
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同

時
期
に
開
業
し
た
官
設
鉄
道
の
東
海
道
線

（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
）
と
あ
わ
せ

て
、
人
々
の
間
に
強
い
印
象
を
残
し
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

大
正
時
代
に
な
る
と
、
既
に
国
有
化

さ
れ
て
い
た
草
津
線
へ
の
新
駅
設
置
を

求
め
る
機
運
が
高
ま
り
ま
す
。
大
正
８

（
１
９
１
９
）
年
に
は
、
葉
山
村
手
原
の

人
々
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た
手
原
駅

創
設
期
成
会
が
、
葉
山
村
議
会
に
新
駅
設

置
の
企
画
を
提
出
し
ま
し
た
。
葉
山
村

議
会
で
は
こ
れ
を
可
決
し
、
翌
大
正
９

（
１
９
２
０
）
年
に
は
、
治
田
・
金
勝
・

葉
山
・
大
宝
の
４
つ
の
村
の
村
長
の
連
名

に
よ
り
、
神
戸
鉄
道
局
へ
新
駅
設
置
の
請

願
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

神
戸
鉄
道
局
よ
り
、
用
地
の
確
保
や
建

築
費
の
寄
付
、
新
道
路
の
敷
設
な
ど
の
許

可
条
件
が
示
さ
れ
る
と
、
手
原
駅
創
設
期

成
会
で
は
精
力
的
に
、
新
駅
設
置
に
向

け
た
環
境
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
手
原

に
生
ま
れ
た
郷
土
史
家
・
里
内
勝
治
郎

（
１
８
７
７
年
～
１
９
５
６
年
）
の
郷
土

資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
現
在
は
栗
東
歴

史
民
俗
博
物
館
が
収
蔵
す
る
『
里
内
文
庫

資
料
』（
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財
）に
は
、

手
原
駅
開
設
に
関
わ
る
資
料
も
多
く
含
ま

れ
て
お
り
、
新
た
な
駅
の
開
設
に
向
け
た

地
元
の
人
々
の
熱
意
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
大
正
11

（
１
９
２
２
）
年
４
月
に
着
工
し
た
手
原

駅
は
、
同
年
11
月
５
日
に
開
業
し
、
盛
大

な
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
一
大
事
業
が
成
し
遂
げ

ら
れ
た
背
景
に
は
、
の
ち
に
栗
東
町
と
な

る
治
田
・
金
勝
・
葉
山
・
大
宝
の
４
つ
の

村
の
協
力
が
あ
っ
た
の
で
す
。

■
栗
東
市
市
制
施
行
20
周
年
記
念
展

「
栗
東
の
あ
ゆ
み
」

　

会
期
…
９
月
25
日
㈯～

11
月
28
日
㈰
ま
で

※
詳
細
は
お
知
ら
せ
版
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

☎
５
５
４・２
７
３
３ 

ＦＡＸ
５
５
４・２
７
５
５

り
っ
と
う
再
発
見

誰にでも　感謝の心に　差別なし
～2020年度 21世紀スローガンコンテスト 優秀賞作品～ 12No.992　2021.9. １　広報りっとう



馬のまち★栗東コラム
栗東所属の期待馬たち
栗東トレーニング・センター（以下、栗東トレセン）

では、来たる秋のＧⅠシーズンへ向けて競走馬たちが
日々トレーニングに励んでいます。
　昨年は無観客での開催でしたが、この春のシーズンか
らは新型コロナウイルスの感染状況を考慮し、制限付き
ではありますが、競馬場への入場が可能となりました。

そんな春のシーズンを賑わせてくれた栗東トレセン
所属馬たちの中から、秋のＧⅠシーズンでの活躍が期
待される馬たちを紹介します。

まず、須貝尚介厩舎所属のソダシです。皆さんもニ
ュースなどでご覧になったことがあるかと思います
が、白毛の馬ということもあり、とても話題となりま
した。人気、実力ともに兼ね備えた同馬の活躍に期待
が高まります。

もう一頭は、斉藤崇史厩舎所属のクロノジェネシス
です。昨年に続き今年の宝塚記念を連覇し、通算４度
目となるＧⅠレース制覇となりました。この秋も大舞
台でのさらなる飛躍に期待と注目が集まります。
　新型コロナウイルスの感染状況に応じて、競馬場など
では各種制限が設けられておりますが、各メディアな

どを通じて、栗東トレセン所属馬の応援をよろし
くお願いします。

問企業立地推進課 JRA連携係
( 協力：JRA栗東トレーニング・センター )
☎ 551-0239 ＦＡＸ 554-1123

▲ 2021年 桜花賞 ソダシ号（栗東・須貝尚介厩舎）

▲2021年 宝塚記念 クロノジェネシス号（栗東・斉藤崇史厩舎）

こんぜ清流米

稲が黄金色に輝き、里山は秋の景色となりました。
米という漢字が表すとおり、八十八回もの手間をかけ
大切に育てる米の収穫シーズンです。

こんぜ清流米は、金勝山の傾斜地に階段状につくら
れている棚田に山の清流を引いて栽培されています。

昨年は、近江米食味コンクールで、こんぜ清流米の
生産者のお米が優秀賞を受賞。

14人の生産農家が、有機肥料の使用や減農薬、
溝切や手刈り除草の取組みなど、手間暇かけて育
てています。また、滋賀県環境こだわり農産物の
認証を取得しています。

令和 3 年産の出荷量は 30 キロ袋で 600 袋の
出荷を見込んでいます。

品種は、コシヒカリ。
粒が大きくねばりがあっ
て食味が良い米です。

こんぜ清流米は、JA レ
ーク滋賀「田舎の元気や」
で販売されます。こんぜ
清流米を食べて、栗東農
業を応援してください。

問農林課 農政係
☎ 551-0124 ＦＡＸ 551-0148

美味い！みごとな料理
上手い！たくみな技術
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。

それぞれの　いいところを　いかそうよ
～令和２年度人権啓発作品 標語の部 佳作作品～13 広報りっとう　2021.9. １　No.992



フォトニュース

田代選手、お疲れさまでした
８月 10 日（市役所）
東京 2020 オリンピック、バレーボール女子

に出場した田代佳奈美選手が市役所を訪問。
「皆さんの温かい応援メッセージに感謝してい

ます。この大会が自分の集大成。これからはフラ
ンスに移り、自分のためにバレーボールを楽しみ
たい」と語りました。大会秘話も話され、なごや
かなひと時となりました。

7 月 26 日（市役所）
滋賀県電気工事工業組合より投光器を寄贈い

ただきました。
社会貢献の一助として、滋賀県民の安全安心

なまちづくりのために、「防災協定」締結先の滋
賀県と県下 13市６町に寄贈されました。

災害時や緊急時などに活用していきます。

寄贈いただきました

６月 25 日（市役所）
阿波踊りカップ全国学童軟式野球大会 2021

に滋賀県代表として出場する、栗東ワイルドキッ
ズスポーツ少年団のメンバーが市長を訪問し、全
国大会への意気込みを語りました。

７月 31 日の大会では接戦の末惜しくも初戦敗
退となりましたが、多くの応援の中、大きな経験
になったとメッセージが届きました。

７月 29 日（コミュニティセンター大宝西）
竹内喜四男さんが、当時の体験談とともに平和への思

いを伝えました。各コミセンでも二度と戦争を繰り返さ
ないという願いをこめて平和学習が開催されました。
７月 30 日～（市役所）

ロビーに当時の、防空壕での様子や、疎開先でのこと
などを写真とともに展示。通りがかりや、待ち時間にご
覧いただけました。

全国大会でも気持ち一つに

「平和のいしずえ 2021」
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栗東市の出来事をお伝えします！

舞台の裏側を探検
７月 29 日（栗東芸術文化会館さきら）
今年で６回となる、バックステージツアー。年々

人気が口コミで広がり、今年は春に続き2度目の
開催となりました。

照明や音響、舞台装置担当と、舞台監督を希望
者に分かれて体験。

緊張しながらも、本番がくると、インカムでしっ
かり指示を出す姿は、立派な監督でした。

7 月 26 日（コミュニティセンター治田東）
木炭を使って電池を作る体験会は、関西電気保

安協会の子ども電気出前教室。
木炭が酸素を取り込む力を利用して、塩水に溶

けたアルミニウムと反応させて電池をつくりま
す。使うのは身近にあるもの。線をつなぐと、プ
ロペラが回り、小さな科学者たちは、目に見えな
い電気の力に歓声を上げました。

電池を作ってみよう

７月 17 日～（栗東歴史民俗博物館）
「普通のくらし」を奪った戦争。その悲惨さや、戦争中

心となった、当時のくらしがわかる資料を展示。初日に展
示解説会が開催され、参加者は静かに耳を傾けました。

７月 17 日～（市立図書館）
夏休み期間中は、「平和のいしずえ」と題して、さまざ

まな視点から平和を考える本を展示。大人から子どもま
で、多くの人が手にしました。

７月 20 日（各地農園より販売所へ）
栗東の夏の風物詩、「栗東いちじく」の出荷が

始まりました。イチジクは、鮮やかな紫色と口に
広がる芳醇な甘い香りや滑らかな触感が魅力の栗
東の夏の定番フルーツです。

栗東いちじくは、鮮度と品質を追求し、ハウス
栽培と朝採りにこだわり生産。シーズンが終わる
前にぜひ味わってみてください。

平和を守るため 戦争を忘れない

栗東夏の風物詩、出荷開始
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▲地道なトレーニングをコツコツと続け、自己
ベスト更新を目標に練習に励む

■
陸
上
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

小
・
中
学
校
で
は
野
球
を
し
て
い
ま

し
た
。
幼
い
頃
か
ら
走
り
が
速
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
高
校
入
学
を
機
に
、
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
陸
上
に
転
向
し
ま
し
た
。

■
ど
ん
な
練
習
を
し
て
い
ま
す
か
？

毎
日
終
業
後
に
、
家
の
近
く
の
坂

で
ダ
ッ
シ
ュ
や
ウ
エ
イ
ト
練
習
を
し
た

り
、
週
末
は
野
洲
川
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
で
小
学
生
の
コ
ー
チ
を
し
な
が

ら
、
自
身
も
練
習
し
て
い
ま
す
。
練
習

で
は
、
力
が
入
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
常

に
フ
ォ
ー
ム
を
意
識
し
な
が
ら
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
て
走
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
日
頃
か
ら
怪
我
を
し
な
い
よ

う
に
準
備
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
怠
ら

ず
、
食
事
や
睡
眠
な
ど
の
体
調
管
理
に

は
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
最
高
の
走
り

を
す
る
た
め
に
、常
に
本
番
を
意
識
し
、

メ
ン
タ
ル
面
で
も
良
い
状
態
に
持
っ
て

い
く
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
陸
上
に
対
す
る
思
い
は
？

チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
野
球
と
違
い
、
個

人
プ
レ
ー
の
陸
上
は
、
自
分
が
頑
張
っ

た
分
だ
け
結
果
が
数
字
に
反
映
さ
れ
、

達
成
感
が
味
わ
え
る
シ
ン
プ
ル
な
競
技

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
真
面
目
に
取
り
組

ま
な
い
と
、結
果
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

練
習
は
き
つ
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
た

っ
た
10
秒
の
中
に
、
今
ま
で
の
努
力
が

凝
縮
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
１
０
０
ｍ
走
の

魅
力
で
す
。
一
つ
の
ミ
ス
が
命
取
り
と

な
る
中
、
高
い
集
中
力
を
常
に
維
持
し

て
い
く
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
そ
れ

が
陸
上
競
技
の
楽
し
さ
で
も
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
目
標
は
？

ま
ず
は
、
９
月
に
大
阪
の
ヤ
ン
マ

―
ス
タ
ジ
ア
ム
長
居
で
開
催
さ
れ
る
全

日
本
実
業
団
対
抗
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
で
予
選
を
突
破
し
、
準
決
勝
に
進
む

こ
と
で
す
。
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
関

東
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
出

場
を
辞
退
し
ま
し
た
が
、
今
と
て
も
調

子
が
良
い
の
で
、
昨
年
出
場
で
き
な
か

っ
た
分
も
、
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
、

10
秒
40
台
を
記
録
し
た
い
で
す
。

２
０
２
５
年
に
は
滋
賀
で
国
体
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
１
０
０
ｍ
で
代
表
選
手

に
選
出
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
公
務
員

ス
プ
リ
ン
タ
ー
と
し
て
、
平
日
は
市
民

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
奮
闘
し
、
週
末
は

練
習
に
励
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
無
観
客
開
催
で
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
競
技
場
で
レ
ー
ス
を

見
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

公務員スプリンター 100 ｍ近畿選手権大会出場

平成29年栗東市役所入庁。商工観光労政課
に勤務。高校から陸上競技を始め、大学4年
生の時に100m×4リレーで関西インカレ3位
入賞。第65回関西実業団陸上競技選手権大
会100ｍ男子5位入賞。第80回滋賀陸上競
技選手権大会で6位入賞し、8月27・28日
に開催の近畿選手権大会に出場。社会人に
なってから野洲川運動公園陸上競技場で小
学校4年生から6年生を対象に、コーチとし
て指導。100m自己ベストは10秒62。

内記 拓哉さん（御園・27歳）

★輝く栗東人
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◦人口 70,271人（＋66）
◦男 　35,011人
◦女 　35,260人 
◦世帯 29,058世帯（＋66）
※（　）前月比

（
８
月
１
日
現
在
）　

人
口
デ
ー
タ


